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初畳がにお元り抱負を悟る母袋新市豊ー

3月17日の上田市長選挙で初当選を果

たした母袋測一市長 (49歳)が、同28日、

初登庁しました。

詰めかけた書くの出迎えの市民、市議

会議日、職員などの拍干に迎えられて、

新市長は市役所に到着、支援者や職員な

どから花束が贈られました。

新市長は 「市民の皆さんが鈎り1!iる地

域、希望が抱ける地域をつくっていきた

い。市民自満Eが得られるような居心地
のよい上田市をつくるため、さまざまな

ステージを設けるので、事〈の皆さんが

市政に関心を持ち、そして市政に書画し

てほしい。皆さんの大きな期待に、若さ

と行動力で応えていきたいJと抱負を諮
りました。 (関連記事2・3ベージ)
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~踏みとどまることから一歩前へ~

市民と行政のパートナーシップで
ー上町?畢~

母袋市政スタート

O 

母
袋
創

一
・
第
H
代
上
田
市
長
が

3
月
鉛
日
閥
、
初
畳
庁
し
ま
し
た
ロ

市
役
所
付
近
の
沿
道
に
は
、
新
市
長

の
就
任
を
配
う
市
民
が
駆
け
つ
け
、

正
面
玄
関
前
で
は
事
〈
の
市
民
、
市

議
会
醸
目
、
職
員
な
ど
が
大
き
な
拍

手
で
新
市
長
を
迎
z
え
ま
し
た
。

市
長
は
、

「
市
民
白
皆
さ
ん
の
書

画
を
得
て
、
明
る
く
そ
し
て
す
ば
ら

し
い
躍
動
感
の
あ
る
上
岡
市
づ
く
り

申
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
母
袋
市
政
の
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
市
役
所
内
で
の
着
任

式
に
の
ぞ
み
、

「行
政
は
段
式
の
サ
ー

ビ
ス
施
主
で
あ
り
、
職
只
の
皆
さ
ん

は
市
民
白
目
線
に
立
ち
、
市
民
の
中

に
入
っ
て
心
を
読
み
取
っ
て
ほ
し
い
。

民
聞
が
厳
し
い
中
、
緊
娘
感
の
あ
る

市
政
運
営
が
必
要
で
、
市
の
職
員
は

よ
く
や
う
て
い
る
、
と
市
民
自
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
お
願
い

し
た
い
。
績
の
巡
携
を
取
り
、
隣
町

蝶
で
進
め
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
も

勉
強
し
て
ほ
し
い
」
と
職
員
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。
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)
さ
つ

去
る
、
上
田
市
長
選
掌
に
お
い
て
、

お
お
ぜ
い
の
市
民
の
皆
栂
か
ら
ご
推

認
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

い
た
だ
い
た
事
く
白
謀
は
、
上
田

市
発
展
の
た
め
、
こ
の
停
滞
感
か
ら

な
ん
と
か
脱
却
し
て
ほ
し
い
と
い
う
、

市
民
自
皆
様
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た

期
待
票
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

ま
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
同

時
に
、

「
し
っ
か
り
や
ら
ね
ば
」
と

い
う
意
欲
に
燃
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
幻
世
紀
白
地
方
自
治
の
在
り

方
を
探
り
、

「新
し
い
上
田
市
」
を

創
造
し
て
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
は
、
誇
り

、



う
る
地
域
、
希
望
が
抱
け
る
よ
う
な

地
域
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
、

私
に
課
さ
れ
た
大
き
な
課
題
だ
と
考

え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
議
n
H
・

職
員
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
わ
ゆ
に
よ
り

も
住
民
自
皆
様
と
の

「良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
y
プ
」
を
櫛
聾
す
る
中
で
、

市
民
の
皆
様
に
新
た
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
、

「上
回
市
発
」
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
発
信
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
初
世
紀
型
白

「行
政
任

せ
」

・
「
政
治
家
任
せ
」
か
ら
脱
却

し
、
事
く
の
市
民
自
皆
様
が
市
政
に

関
心
を
持
ち
、
書
面
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
、
上
田
市
政
由
新
た
な
、
そ

• 

、
L 

し
て
大
き
な
課
題
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
と
り
わ
け
こ
れ
か
ら
は
、

「
地
方

の
自
治
」
が
問
わ
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

自
立
と
言
わ
れ
る

一
方
で
、
都
市
間

続
争
に
打
ち
勝
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
住

民
白
満
足
度
が
得
ら
れ
る
、
居
心
地

の
よ
い
上
田
市
づ
〈
り
を
目
的
と
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

幸
い
私
述
の
住
む
上
田
市
に
は
、

す
ば
ら
し
い
貸
出

・
自
然
な
ど
の
財

産
が
ご
ざ
い
ま
す
。
加
え
て
、
有
能

な
市
民
、
さ
ま
ざ
ま
な
舞
台
で
活
脳

で
き
得
る
人
材
が
お
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
を
利
活
用
し
、
人
材
登
用
を
進

め
て
い
け
ば
、
必
ず
や
こ
の
上
田
市

は
、
輝
き
あ
る

「上
回
ら
し
さ
L

白

た
だ
よ
う
新
た
な
ま
ち
に
尭
展
し
て

い
く
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
お
一
人
お

一
人
の
力
を
ぜ
ひ
と
も
お
貸
し
い
た

だ
き
た
い
。
「
住
民
白
意
志
が
政
策

決
定
の
場
に
反
映
で
き
る
」
、
そ
ん

な
充
実
感
も
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た

い
し
、
そ
の
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
を
設

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
つ
つ
え
だ
百
勇
士
委
日
会
」

や
「
女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」
、

更
に
は
市
民
活
動
を
さ
れ
て
お
ら
れ

平
尾
前
市
長

3
月
幻
日
に
退
任

る
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

・
N

P

O
間
体
、
そ
う
し
た
皆
様
と
白

「
協
働
」
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
取
り

組
む
と
い
う
こ
と
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
市
政
由
充
実

と
発
展
の
た
め
に
い
ま
何
が
で
き
得

る
の
か
、
能
動
的
な
対
応
を
ぜ
ひ
と

も
期
待
し
た
い
。
「
踏
み
と
ど
ま
る

こ
と
か
ら

一
書
前
へ
」
、
そ
し
て
、

前
向
き
な
発
想
を
し
て
い
く
中
で
、

必
ず
や
新
た
な
上
田
市
が
生
み
出
さ

れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
「
力
強
く

前
進
で
き
得
る
ま
ち
」、
「
安
心
す
る

ま
ち
」
、
「
や
さ
し
い
ま
ち
」
、
そ
し

て

「
分
か
り
あ
え
る
ま
ち
」
、
そ
ん

-
期
4
年
に
わ
た
り
市
政
を
担
当

し
、
上
岡
市
発
展
白
た
め
に
尽
力
さ

れ
た
平
尾
哲
男
前
市
長

(田
歳
)
が、

3
月
幻
日
刷
、
任
期
満
了
に
伴
い
退

任
し
ま
し
た
。

市
役
所
正
面
玄
関
で
の
退
任
の
あ

い
さ
つ
を
済
ま
せ
る
と
、
平
尾
前
市

長
は
市
民
、
市
議
会
議
員
、
職
員
四

拍
手
に
送
ら
れ
、
市
役
所
を
後
に
し

土
A
F
'

し
ゃ
九
。

4
年
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

バ
さつ

市
長
在
任
中
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

四
十
数
年
に
わ
た
り
、
た
い
へ
ん
長

い
期
間
市
役
所
で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
閥
、
市
民
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
歴
代
の
議
員
の
皆
さ
ん
が

な
上
回
市
づ
く
り
田
た
め
、
私
も
若

さ
と
行
動
力
で
市
民
の
皆
様
に
お
示

し
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

周
辺
町
村
と
の
合
骨
、
福
祉
、
教

育
、
更
に
は
廠
用
、
環
境
、
産
業
振

興
な
ど
、
本
当
に
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
も
の
を
、
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
、
何
と
し
て
も

片
付
け
、
明
る
〈
そ
し
て
す
ば
ら
し

い
躍
動
感
の
あ
る
上
田
市
づ
く
り
の

た
め
に
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ど
う
か
上
回
の
未
来
の
た
め
に
、

重
ね
て
皆
栂
白
お
力
を
お
貸
し
い
た

だ
く
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

た
、
そ
し
て
六
人
の
市
長
、
先
搬
の

職
員
の
皆
さ
ん
、
後
輩
の
職
員
の
皆

さ
ん
に
、
た
い
へ
ん
な
ご
指
導
と
ご

し
令
た

叱
略
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
本
日
で
退
屈
い
た
し
ま
す
が
、

明
日
か
ら
は
若
さ
と
行
動
力
の
す
ば

ら
し
い
市
長
が
就
任
を
い
た
し
ま
す
。

私
に
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
支
援
・
ご

協
力
を
、
今
桂
も
、
す
ば
ら
し
い
上

田
市
建
設
の
た
め
に
注
い
で
く
だ
さ

る
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
こ
れ
か
ら
は
、

一
市
民
と
し

て
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
長

い
間
ご
支
援
・
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
灼
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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I!Dで合併は「積鍾的に進めるべきである」または
「どちらかといえば進めるべきである」と答えたかたにお聞きしました

合併するとすれば、どの町村が適当と思いますか

上国地嵐広矧週合体"老舗闘する8町符すべて
伊も亨a町軍門町J・S町寓図町髭石材網回勾.本婚経峰町》
よ"雌掃広篇適舎を書簡..る

丸子町恩""."関町、

E盟で合併はf積極的に進めるべきであるJまた'"
「どちらかといえば進めるぺきである」と答えたかたにお聞きしぎした

図的るとすれ同期まいつ頃がよいと日すか

上園地l'l!!l;緩運吉(※ 2)を構成するg市

町村による合併が多く、担いで北御牧村を加え

た市外局番目岡田区舗と怒っています。

Z買いで聞置の多かった上也4也まで由組み
合わせを罰してあります。それ以舛叩組み合わ

せも多くありましたが、し¥"O'れも固置脅か10人
以下と畦い回書置と怒っています{褒申申『そ

申他JI志これらの合計画です).

留置翠2・
(※2)よ団地織広婦連合/とみ処理、介担保険

地緩情報化忽ど広媛的な事務や際題に取り組む
ため 1市5町3村で平成10年4月発足.

合併を進めるべきと蓄えたかたの70%以ょが、時期についてはfできるだけ恩
「 く」抽出、制特鵬(判 )の期限まで町合併がよ此考えてい問。

胃で「どちSと札、え忽い」または
か5ない」と答えたかたにお聞きしました.

お答えいただいた理由は何ですか

(痩数回答)

「自分の生活に直簸聞係が悲し¥J恕ど、合併に関心が忽いととを理
由に掌げるかたは少数と怒っています。合併の是非を判断するため

のより宮等しい情報舞供が求めうれています。

今後、市町村合併についての議論を深める

た柏、どのよう芯情報が必要ですか(複数回答)

合併の必要性、メリット デメリットが1世と怒っています.

杭圏で多くのかたが挙げた住民負担の状況や古併後の財

政状且四lまか‘具体的忽組み合わせや将来計画についての聞心も
高く怒っています。

E孟f@Jtl
(※31倉併陽書会/関係市町村が、合併するとと自体の可否も含め合併
の時期方式や合併後の新しし、まちづくり計画の宇成悲ど、合併に関するあら

ゆる'項について協癒する組a. 佳窓箇機会と自障会の蛾決を経て鮫置~る
法定協醸会があります.

四時肝ぎてよく間同帥S

，υッ

組虚星島金

市民の皆さんからいただいた多くのご意見の中から一部を紹介します

・何事もメリット ，デメリットは生じる.市町村それぞ引の今 しながら 慎重に進めてほしい" (30代寓性)

持っているよい面を活かゼる行政づくリが期待できる.何十 .総本市のような20万規穫の他方中核都市を目指さないと、県
年も行われていることの つつを見直し、無駄なことはや 庁所置市である長野市と 急発展する佐久市の聞に挟まれ、

め、これからをよりよくするためのよい後会だと恩う。「今 褒遇するのでは肌ゆという懸念を持つ. 例代寓性)

の時代に合う行政づくりJを朗待している。 ωo代女性) ・個々の小さな力で隅々まで目を配ることは必要だが、力も限
・舎桝に貧成だが、各地繊の特色をどのように残し、新しいま られ広い視野でものを見ることができない。夢のある住みよ

ちをどのようにするのか、明確なビジョンを示してほしい。 いまちづくりのためには小さな力を結集しスケ ルの大き

住民か跨れる、すてきなまちになることを望む。 ω併せ男性) い将来を目指したビジョンが必要。ある程度の規模を持たな

・合制しないと本当にいいまちづくり ー地減づくりができない いと不可能。そのためにも合併1<1大きな力となる。(5併宅安世
のでしょう力。合併諭が人歩きしているような気がする。 ・時代の流れは早い。どのような選択がよかったかは、何年か

住毘一人ひとりは、こんな時代だからこそ、小さくても個性 後に分かる。そうかといって時の流れに亜らうのも、何力取

的で能力のある地域を望んでいる入力多いので1<1芯い台。住 り残されてしまいそう。多くの人の意見を多考に、メリット ・

民とのじゅうぶんな協磁を通じ、上田地域の良い点を再磯田 デメリッ トをよく研究し、前向きの結論を。 (60代女性)

.古僻についてのご意見・お問い合わせは企画課(園協5112・匝ゆ4100・Eトmail: kikakuka@city.ueda.nagano.jp)まで
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|市町村合併に関する市民意識アンケート集計結果.

合併進めるべき50.3%、進めるべきでない12.7%
組み合わせは、上田地燭広域連合を構成する市町村田区域、次いで市外局番026日の区域

今後の市町村合併への取組の参考と古せていただくため実施

した「市民意識アンケート調査」の集計結果(単純集計)をお

知己せします。多くの皆さんが己回答をいただきありがとうご

ざいました。

-アンケートの概要・
関査対象 市内に居住する四歳"-'-上の男女2.00C人
嫡出方法 住民基本台帳力、ら等研覇で無作おに嫡出
調査方送 郵送による個室表の発送回収
鴎査時期平成14年2月22日-3月11日

市では、今回の調査結果も踏まえ、今後、市民の皆古んと合

併論議を深めていくための地域懇談会を開催する芯ど、市町村

合併を最重要課題のーっとして積極的に取り組んでいきます。

回収結集 <D有効(送還) 療本滋1.979遇
骨無効(朱送還)標本数21)!
由回答数888遇(男性389Jm、女性499遡〉
⑨回収率44.87%

その他統計表中内訳の比率の合計が100%と
怒ら忽し1場合がありますが、己れは致字の
単位禾満について四鎗五入したためです市町村合併は、一般的に次のよう怠効果があると言われて

いますが‘特に期待できるものはどれですか(複数回答)

特に心配古れ

るものはどれですか(複数回答)

ザーピスの低下や負担の増加 (男女とも1位)、

福祉面忽どのサービスの畦下(男女とも3位}悠

ど市民の皆さんの生活に直援影縛するものへの

開心が高く怒っています。また、市財政への膨留

を懸念するかた町割合(男女とも2位)も百置くな

っています。古併を進めるとすれば、とれらの点

をじゅう，]lんに配慮していく必要があります。

どう思いますか

匡E璽E
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男女とも磁員数等の減少による経費由節鴻が1障

と怒っており‘行財政運営の効率化への期待が高く

怒っています。主体で2位の身近恕施般の利用につ

いては‘男性が 6位に対し、女性[~2 位と、特に女性

の闇待が高くなっています。男性の2世は、合併特倒
法(.;、1)白期限E内の古併による国県の財政的広宣

揖の活用への期待で.女性でも3世となっています.

! 1Il0000)!I!I!Il 
〈※ 1)含併特例宏/市町村の自主的主主合併そ推進し、合併

後のまちづくりを支銀する特伊jを定めた法律.網開剛志平成
17年3月318.合併後四年聞に限り合併以前の編成市町村
の地方交付税合酢額金額が保嫁される地方交付税寛定の持
続忽どの財政的拡支復をはじめ さまざまな特例が定めら

れています.

「積極的に進めるべきであるJと「どちらかといえば進めるべきであ
るJを合わせると、 50.3%と怒り、主体で半数のかたが合併を進めるべき
であると考えています。男女別にみると、男性が約62%であるのに対し、

女性l率的41%と大き忽差があります。

方、「どちらかといえば進めるべきで忽いJと「進めるべきで恕い」
を古わせ、進めるべきで怒いと蓄えたかたは主体で12.6%と怒っており、

男性が制13%‘女性が約12%で.Ia司王同じ割合となっていますロ

また、「ど告らともいえないJと答えたかたは主体で27.5%で、男性の約
四%に対し、女性l率的34%と高く怒っています。

「わか5ない」と茜えたかたも多いととから、今後、いっそう情報提供等
の取組を充実していく必要があります。
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く
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取
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く
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く
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。
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取
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く
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。
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①
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②
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取
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③
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④
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が
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叩
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〉

こ
と
ば
を
b
思
う

数
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前
、
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講
演
で
講
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が

「こ

と
ば
の
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に
も
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ン
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が
い
っ
ぱ
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あ
る
」
と
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さ
れ
た
@
私
は
そ
の
と

き
「
は
っ
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と
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
っ

た
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以
降
身
の
回
り
で
買
を
つ
け
て
み

る
と
、
私
自
身
も
簡
意
識
に
檀
っ
て
い

る
こ
と
ば
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
に
気

コ
い
た
。

倒
一一
え
ば
、
「
睦
」
と
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で

あ
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つ
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も
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。
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、
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.5月の粗大ごみ回収日
5月18日出…クリーンセンター駐車場
回収略聞は午前10時~正午。処理費用(実費〕がかかります。
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4月29日開
みどりの日

5月3日圃
憲法記念日

5月4日出
国民の休日

5月6日開
篠笛休日

〈諾"受11入れ時閣は 午前8 時30分~11時"分午後
1 符~4時となります.

上国クυヱンセ7タ
畳け入れ

受け入れ(※ 1) 

休み

休み

休み休み

-イベント内容(時聞は事少前後する場合あり)

上回揖跡公園

・信州立国鉄砲隊簡武 9 :40-
オープニングセレモニー )0，30-

・上田城聾城祝宴の儀 10，55-
中良商庖街

・謂酷真田幸村大阪社i陣 (謂酷師 ・神田紅さん〕
1L30-12，00 
.n岡武者行列上田城跡11，50→大手町
→中央交差点l→怯尾町→上回駅お滅口

・太鼓の踏出 11015-

・江戸芸かっ!ぎれ原町1L50→中炎交差点

→松尾町

・民踊流し 海野町12015→中央交差市→総尾町

自I町12:15→中央主差点→松尾町
-幸村公・閣内巡回の儀原町12，05-12，15

梅野町12:20-12:30

・上田城三の丸大手門出陣の儀 12040-

・みこしのお純り 11:30-13:50 

上田駅宿帳ロ

・戦勝、迎え太苗 13:10-

-上田城尼が淵河原帰陣の俄 13，35-
・講談 耳図書争村大阪出陣(講談師・神図紅さん)

13045-14015 

ふれあい広場21

-上田耳田楽市楽座 )0，00-14，30 

・問い合わせ 上回商工会議所(固ゆ4500)

観光盟(回腸5408)

テレビ放映「水戸黄門」助さん役でお在じみの

俳優里見浩太朗さんが真田幸村役として出演/

集収の
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s月11日比ト西友秋鞠腐、西友三好町腐、 Aコープコア塩国J;!i
5月18日比トマツヤ上関インター慮、やおふく上場庖
5月25日比トジ，スコよ図底、しおだ野νョッピングセンター

-ウィークエンドリサイクル5月の日程
回収時間隠午前10建~正午{略国厳守).
111:阜のびん.缶.古紙、古布が出せます。14.4.16 [7] 



元気砂子~t.た写集岩手れ/
ごとちウィ-'12002

5 月 3 日魁~6 日(月)
5月5日(子どもの日)は全館無料開放
.問い合わせ メディアランドUEDA(圃ゆ100町

パソコノを匝つての楽しいコ ナ や、アニメーνョ

ン上映会など、イベン卜盛りだくさんですo

また、センタ-111庭の芝生広場で、ピクニックも車し
めます。

マルチメディアの世界を、いっしょに楽しみましょう。

お棄しみコーナー

( 5月3日圃~同6自国坪前10時~午櫨5時)
.さるとび君ぬりえコーナー

メディアランドUEDAのメイノキャラクタ rSAR 
UTOBi君」に、自由にぬりえをしてプレゼントをゲッ

卜しよう (毎日先着100名)。
.a;睦かきパソコンコーナー

子ども向けお結かきソフトを担って、いろんな桂をか

いてみよう。気に入うた粧はプリントして持ち帰れるよ。

・パソコンで作るペーパークラ7トコーナー
ペーパークラフトをプリンターで打ち出して、組み立

てようノ

・オリジナルジタソーパズル制作コーナー

あなたの顔写真を値って、オリジナルジグソーパズル

(40ピース)を作ります [材料費1校300円]
・メディアランドUEDAスタンブラリ
アニメ ション上映会

1>とき 5月4Bω午後 l時30分- 1>内容粘土ア
ニメ 『チキンランJ 1>入場料小・中学生100円、高
位生以上300円 1>申し込み 事前に、電話でメディア
ランドUEDAへ
曹のガーデニンダ相殴会&百花町苗の即売

1>とき 5月3日幽午前1凹年~正午 b内容 お花作
りのポイン卜を班接アドパイス。草木のお手入れ方法か

ら締込みのノウハウを教えます (購師 上岡市民草パイ

オセンタ一所長・武悶正却さん)。 花の苗の即売

調活ノパーテャリティートーナメント

3次元パ チャルリアリティゲーム 「ゴーストトレイ

ン」。 トロッコに乗って奇妙なゴースト追をやっつけ、

どこまで進めるかを闘います。

bとき 5月3日幽 ・同5日間・同6日開午桂2時~
1>対聖書小学生以上1>定員各回先着15名 1>そ
の他 入賞者には葦義母品をプレゼン卜

" Iメお

i防
t lZ品
。Eドさ

黙

-
今
日
か
ら
始
め
る
ノ

ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
作
成
セ
ミ
ナ
ー

マ
と
き

5
月
四
日
同
午
前
川
時

i
午
桂
4
時

マ

内
容

あ
な
た
の

自
己
紹
介
や
趣
味
の
ベ

I
ジ
を
作
成

し

ま

す

マ
対
象
者

パ
ソ
コ
ン
経

験

者

マ

定
員

同

名

マ

受

講

料

4
0
0
0円

マ
そ
の
他

申
込

者
に
は
事
前
に
課
題
を
郵
送
し
ま
す

・
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
コ

l
z

マ
と
き

5
月

H
日
閃
午
後
l
時

却
分

1
4時
マ

内
容

こ
れ
か
ら

パ
ノ
コ

μ
を
始
め
た
い
か
た
の
講
座

ぐ

で
す
。
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
傑
作
や
、

日
本
語
入
力
ソ
フ
ト
で
簡
単
な
文
章

を
作
成
し
ま
す
マ
対
象
者

初
心

者

マ

定
員

同

名

マ

受

講
料

1
5
0
0円

上
田
市
フ
ァ
ミ
リ
・
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
み
ん
な
で

子
育
て
を
主
侵
し
て
い
こ
う
と
、
会

民
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
群
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
募
集
会
員

①
依
頼
会
員
(
子

育
て
の
俊
助
を
畳
け
た
い
か
た
)

市
内
在
住
・
在
勤
の
お
お
む
ね
生
桂

3
か
月
か
ら
ロ
歳
ま
で
の
子
ど
も
の

保
護
者
白
か
た
②
提
供
会
只

(子

育
て
の
援
助
が
で
き
る
か
た
)
市

内
在
住
で
、
子
ど
も
を
自
宅
で
預
か

れ
る
か
た
・
乳
幼
児
や
児
童
四
保
育

に
熱
意
の
あ
る
か
た

③
前
方
会
頁

①

・
②
両
方
可
能
な
か
た
マ
料
金

月

1
金
曜
日

〔祝
日

・
年
末
年
始

除
く
)
の
午
前
7
時

1
午
後
7
時
は
、

1
時
間

6
0
0円
。
こ
れ
以
外
由
時

間
は
、

1
時
間

7
0
0町
入
金
金
・

年
会
費
は
無
料

マ
申
し
込
み

月

1
金
柑
日
午
前

9
時

1
午
後
4
時

-
新
会
員
向
け
講
習
会

マ
と
き

5
月
日
日
同
・
同
日
日

働
・
同
副
日
出

・
同
詑
日
嗣
の

4
日

L 

[ 8) 

閥
マ
内
容
子
ど
も
の
遊
び
、
チ
ャ

イ
ル
ド
ン
l
ト
の
着
用
、
子
ど
も
の

事
故
と
安
全
対
策
、
子
ど
も
の
身
体

の
発
達
と
病
気
、
子
ど
も
由
世
事
・

健
康
管
理
、
子
ど
も
の
心
の
発
達
と

そ
白
問
題
占
、
保
育
白
心
・
子
ど
も

の
世
話
マ
そ
の
他

講
習
の
時
凶
・

持
ち
物
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

14.4.16 

み
な
さ
ん
の
善
意
が

赤
十
字
活
動
寄
支
え
て
い
ま
す
〆

ー目
窓
琢
+
字
社
星
野
県
支
部
上
回
宮
市
地
区

{
福
祉
雷
同
盟
申

s
;
0
)

日
本
赤
十
字
社
は
、
世
界
各
国
の

審
十
字
社
と
協
力
し
、
紛
争
や
災
害

で
苦
し
ん
で
い
る
人
び
と
を
、
国
際

的
に
救
援
す
る
と
と
も
に
、
国
内
で

も
、
虫
害
発
生
時
白
救
護
活
動
は
も

ち
ろ
ん
、
献
血
に
代
表
さ
れ
る
血
液

事
業
や
医
療
事
業
、
家
庭
看
護
法

・

救
急
法
等
白
普
及
、
奉
仕
団
活
動
白

積
極
的
な
展
開
な
と
、
地
域
に
娘
ざ

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
活
動
は
す
べ
て
、
皆
さ
ん
の
普

官
で
寄
せ
ら
れ
た
お
金
だ
け
で
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

5
月
は
赤
十
字
通
勤
月
間
に
あ
た

り
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
自
治
会
の

役
員
さ
ん
や
蔀
十
字
奉
仕
団
貝
が
お

宅
に
お
伺
い
し
ま
す
由
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
す
で
に

社
員
と
な
ら
れ
て
い
る
か
た
も
、
引

き
続
き
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



•••••••• 4li;j氾緬凶図画面・圏直岨掴l，......... 
『私0)土地ぬ税金防@ぜ下が局惨いO)?J q~ 
~郊外にお住まいの花子さんと、中心市街地にお住まいの太郎さんからの質問~

土地の価格が下がっていると聞いているの

に、私のところの税金は毎年上がっているわ。

曙~ え?僕のところは下がっているようだけ
どノ

太郎さんの税金が下がっているのに、私の

童はなぜ下がら立いのかしら。

現在、花子さん白土地は太郎さんの土地よ

り税負担(納めていただく税金)が低くなっ

ています。これを同じ税負担にする必要がある白で花

子さん白税金は下がらない白です。

下のグラフは、お二人の土地白税負担を比較したも

白です。平成14年度の評価額(折れ線グラフ司・刊 は
両方とも100万円ですが、課税標準額(棒グラフ)に

は倍近い格差があります。税金は 「課税標準額×税率」

で算出しますから、お二人の場合、評価額は閉じな白

に税金は太郎さんの方が書く払っていることになりま

す。

rt'¥J帽恥 えノ評価額が同じなのに、僕の方がた〈

U で詰泌さん税金を払っているの?なんだか不公平

な気がするなあー。

個目fiI・ お勺しゃる通りです。そこで、このような
4溢.Jr不公平をなくすために調整を行っているので
す。具体的には、税負担が高くなっている太郎さんの

土地の税額を引き下げる一方で、税負担が低くなって

いる花子さんの土地の税稲をなだらかに上昇させてい

ます。このようにして同じ評価額の土地は同じ税額に

なるように調整しているので、地価の下落が税額に反

映されない場合もあるのです。

私の土地の税金が下がら牢いのは、同じ評

価額の土地の申でも税負担が低くなっている

からなのね。でも、なぜ税負担が高い土地と低い土地

があるのかしらワ

t!!lfil・それは、 平成6年度の税制改正で、評価額
一溢.Jrは 『全国一律で地価公示価格白7割』とされ

たことに原因があります。改正前は、地価公示価格に

対する評価回水準が各土地でばらばらでした (グラフ

内 『花①』 ・『太一①J)。これを、すべての土地につ

いて統ーした基準で評価し直したのです。

私の土地は、評価額がずいぶん上昇してい

るのね。

そうです。花子さんの場合、改正前白評価

は地価白 l割程度しかありませんでした

ので、統一基準で評価した結果、評価額が大幅に上昇

しました (グラフ内 『花②J)。

しかし評価額白上昇率に合わせて課税標準額を上げ

ると、税額 (課税標準額×税率)が何倍にもなり負担

が大きすぎます (グラフ内 「花ー③J)。そこで課税標

準額はなだらかに上昇させ、税負担の急上昇を抑える

ことにしてあります (グラフ内 『花一審J)。

花子さんに比べると、僕の土地の秤価額

山 F はそれほど上昇していないなあ。

太郎さん白場合、改正前から高い評価水準

でしたから、統一基準で評価し直しても評価

額の上昇はゆるやかでした (グラフ 『太 ②J)。こ白

ため太郎さん白税負担は、制度改正白桂も高い水準白

まま推移しています (グラフ内 『太 ③J)。また、最

近は中心市街地自地価下落が著しいこともあり、税負

担の高い太郎さん由土地は地価下落に伴って税額も下

がっています (グラフ内 『太一④J)。

これらにより、お二人四土地の税負担に格差が生ま

れました。太郎さんの土地は税負担が高い水準のまま

推移した一方で、花子さん白土地は税負担を急上昇さ

せない仕組みとなっているため、太郎さんの土地より

低い水準にとどまったという ことです。

{巴..... 帽)
地価式予価格

l!o子宅l地積350m"価鎖100万円

取引の目安
となる価絡

(ー・ー}
肝恒額

『固定資産

評価基噂』に
基づいて評価
された価絡

{律グラフ}
観覗晴準園
貌額算出の
基礎となる価
絡 課税練
2担額×税率=
税積』

[太邸宅l地積170同界価額100万円

4月'0日酬に、今年度の固定量産税の納税通知曹を尭迭しました。ご不明な煮は、税舟諜 (_ 4'00問'292・'293)
までお尋ねくださし、。

[9] 14.4.16 



女性海外派遣研修の参加者
男女共同書画眼 (佃m52451

国際婦人教育振興会主僚の海外現察研修への参加者を募集します。鉾しくは、お問い

合わせくださも、。

1>応事責格 市内在住か在鋤の女性 1>派遣固と日程①ノルウェー・デノマーク

9月下旬から13日間 ②ポーランド ・ドイツ 10月上旬から12日間 ③ニュージーラン
ド 10月下旬から12日間 1>#加費用 40-50万円程度 05万円を限度に補助金を支給
します1 1>申し込み 事前連絡後、 4月30日出までに男女共同容画串へ bその他
2拍3日の事前事桂研修があります

仕
事
も
車
庭
も
大
切
に
し
た
い
。

そ
ん
な
あ
な
た
の
た
め
の
相
談
事
業

で
す
。
悩
ん
だ
り
困
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
民
プ
ラ
ザ

・
ゅ
う

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

-
相
敵
国
時

マ
月
1
金
咽
日

午
前
9
時
1
午

桂
9
時

マ
土
曜
日

午
前
9
時
1

午
後
5
時ii よ

図
創
造
館
嗣
窃
1
1
1
1
}

曲
明
哩

4

・aO
O
}

-
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影

マ
と
き

5
月
3
日
幽
i
同
6
日

開
午
前
U
時
1
・
午
世
1
時

ω分
1
・

3
時
1
(
1
日
3
回
投
臨
)

マ
内

容

帯
の
昆
空
と
ハ
チ
ャ
メ
チ
令
宇

宙
旅
行

(約
岨
分
)

マ
入
場
料

小

・
中
芋
生

1
1
0阿
、
高
校

・
大

学
生
2
1
0円
・
大
人
2
6
0
円

・
第
M
団
長
野
県
農
民
美
術
連
吉
会

作
品
展
マ
と
き

5
月
3
日
出国
i
同
日
日

開
午
前
9
時
1
午
桂
4
時
泊
分

(向

日
日
は
午
後
4
時
ま
で
)

マ
入
場

料

無
料

て

-
膏
の
野
草
を
し
ら
べ
よ
う

{土
曜

日
学
習
)

マ
と
き

5
月
日
日
出
午
前
日
時

3
1時
却
分

マ
内
容

創
造
館
長

池
公
園
周
辺
に
芽
耽
き
は
じ
め
た
野

草
に
親
し
み
、
調
べ
て
み
ま
す

マ

対
象
者

小

・
中
学
生
と
そ
の
保
護

者

マ
持
ち
物

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
縞

物
図
鑑
(
持
っ
て
い
る
か
た
白
み
)

マ
書
加
料

無
料

マ
そ
の
他

時
間
ま
で
に
創
造
館
第
1
駐
車
場
に

集
合
し
て
く
だ
さ
い

-
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室
{
土
曜
日
学

習
)マ
と
き

5
月
日
日
出
午
前
9
時

卯
八
万

1
日
時
却
分
守
内
容

お
母

さ
ん
へ
の
ミ
ニ
賞
状
と
絵
手
が
み
を

つ
く
ろ
う一
〈母
回
目
白
プ
レ
ゼ
ン
ト
)

マ
対
章
者

5
歳
以
上
の
子
ど
も

と
、
そ
の
保
護
者
マ
定
員

先

岩

崎

名

マ
申
し
込
み

4
月
初
日

ω

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
「
は
が
き
」

か

「
F
A
X」
に
、
郵
便
帯
号

・
住

所
・
氏
名

・
年
齢

・
電
話
帯
号
を
記

入
白
上
、
上
回
創
造
館

「
お
母
さ
ん

へ
の
ミ
ニ
賀
状
保
」
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
マ
嘗
加
料

無
料

-
毎
週
土
曜
日
は
施
陸
無
料
開
放

4
月
か
ら
白
完
全
学
校
週
5
日
制

実
施
に
伴
い
、
毎
週
土
曜
日
、
上
小

地
域
の
児
童
生
徒
と
、
同
伴
白
保
護

者
の
か
た
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

〔午
後
l
時
加
分

1
・
3
時
1
白
2

回
投

E
)
・
体
育
館

・
視
聴
覚
室
荷

星
通
信
「
子
ど
も
故
送
局
」
(午
前

凶
時
泊
分

1
正
午
放
映
)
が
無
料
に

な
り
ま
す
。

圃
ハ
ソ
コ
ン
教
室

(初
心
者
向
き
〉

創
造
館
で
は
、
各
種
パ
ソ
コ
ン
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
程
等
、
群
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

5
月
日
日
銅

・
周
回
目

欄
両
日
午
前
9
時
1
午
桂
4
時
初
分

(
2
日
間
コ
1
ス
)

マ
と
こ
ろ

上
田
市
民
会
館

マ
対
量

防
火
管

理
業
務
を
行
う
こ
と
白
で
き
る
管
理

的
な
立
場
に
あ
る
か
た

守
受
信
料

(テ
キ
ス
ト
代
書
む
}

金
且
3
5

0
0円
、
非
会
貝
5
0
0
0
円

マ

定
員

先

着

1
0
0名
マ

申
し
込

み

4
月
辺
日
側
か
ら

5
月
刊
日
幽

ま
で
に
、
消
防
本
部
予
防
謀
へ

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

B
Rm

・-s
勤前
列
膏
少
年

+Th
骨盤申，，
，，
7
)

マ
日
程

右
下
表
の
と
お
り
マ

対
量

事
業
所
等
に
勤
務
す
る
お
歳

ま
で
の
か
た

マ
申
し
込
み

①
硬

式
テ

ニ
ス

4
月
初
日
出

・
同
辺
日

開
午
桂
零
時
却
分
1
9時

②
そ
の

他
の
講
座

4
月

m日
開

1
同
お
日

欄
午
睡
零
時
羽
分
1
9時
に

、

豊

， 、

講
料
を
添
え
て
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

へ
(
硬
式
テ
ニ
ス
を
除
き
、
電
話
も

可〉
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運動のできる腹室長19:00-1.8曲円20名12固5/17-金

ili; 
?i12 

塩
固
有
線
の
短
歌
紹
介
番
組

『小

さ
な
歌
集
』
か
ら
、
2
冊
目
白
短
歌

集
が
生
ま
れ
ま
し
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目、女性白順によります) 1>定員 220名 (55坦 ・

先着順) 1>申し込み 4月22日明)から参加料を添え

て体育課へ

1>申し込み 5月17日幽までに害加料を添えて体育

課へ(小 ・中学生は各学校で畳け付けます)

仁〉とき 第 1・3金曜日(初日は5月17日)午佳7

時-9時 bところ 北小学校体育館 b種目 制作

舞踊、リズミカルダノスほか b欝加料 (当日徴収し
ます) 1人年間3.000円、親子で事加田場合は親子

で年間4.000円(保険料は中学生以下450円) 1>申し

込み ・問い合わせ 斎藤さん(圃@5403)

上回創作舞踊教室bとき 毎月第 1・3木曜日午後7時-9時 bと
ころ 自然運動公図総合体育館 1>登録料 前期(9 

月まで)、後期(来年3月まで)それぞれ1.0口0円 b 
申し込み 体育課または当日会場へ

おもしろくスポーツ実施中

上田市スポ ア少年団では、新入間員を募集してい

ます。学校週5日制が実施され、一人でも多〈白少年

少女たちにスポ Y活動の楽Lさと喜びを知ってもら

う目的で更に活尭な活動を目指します。

1>種目 軟式野疎、多種目ちびっこなんでも、卓球、

剣道、ソフトテニス、少林寺挙法、ミニパスケットボー

ル、少年硬式野球、南ジュニアスポ ツクラブ、合気

道、柔道、ラグビ一、塩回世年野球教室、スキー、パ

レボル中央、空手道、スポツチャンパラ、塩田

パレーポール、相撲、ソフトポール、ゴルフ、 FC東
上回(サッカ〕、パレボル上野が丘、アチェ

リ- 1>申し込み ・問い合わせ スポーツ少年団事務

局(回⑫0695)

上岡市スポーツ少年団団員募集中

ウオークラリーは、コース図を頼りに、コース内に

出題されている諜題を解きながら歩く野外活動です。

ご家族やお友達と、初めてのかたもお気軽にどうぞ。

1>とき 5月19日旧川、雨決行 bところ 川西小学

校1>書加料 lチム700円 b持ち物 昼食、雨

具 1>チーム編成 チームは 3-6名で編成しチーム

名をつけてください(チ ム名コンテス卜があります

ので、ユニークなチーム名をお待ちしています) 1> 

申し込み 5月14日仰までに書加料を添えて体育課へ

(当日申し込みも可。ただしチーム名コンテストには

書加できません)

全国一斉ウオークラリー上回大会開催

提広報うえだ3月16日号17ページの「女性ソフトテニ

ス教室」の初日は、 r5月14日』から 『同21日』に

変更となりました。

bとき 5月26日{日)雨天決行 bところ 菅平高原
カントリ クラブ 1>対象 市内在住・在勤のかた

1>重参加料 l人2，500円(別途プレー代11，000円 〔キャ

ディ 付〕、 9，500円 〔セルフプレ 1)食事・カ ト

代は別 b部門 一般、シニア・レディース 1>競技
内容 18ホ ルズ・ストロ クプレ 、ハンディキャッ

プは新ベリア方式(同ネットの順位はグロス、生年月

春季市民ゴルフ大会開催
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象市内の保育閣・幼稚園に在国中の悶児、小学校に

在学中の児童1>参加料 輔料 b申し込み 4月26

日幽までに体育課または当日会場へ

上位2または3チームが6月28日幽に行われる決勝

大会へ進みます。

1>種目 スマイルボウリング1>対象 チームは、

市内同一自治会居住の60才以上のかた7名以内で編成

してください。それぞれ居住されている地区ごとに会

場が設定されていますので、お|間違えのないように申

し込みください b参加料鮪料 b申し込み 5月
20日(月)までに上田市福寿クラブ連合会または体育課へ

上田市シルバースポーツ大会地区大会開催

• 

( 

とき と」ろ とき と」ろ

6月3日開l勤労者体育センター 6月15日出 塩尻小学校体育担

自月 4日出 創造鎗体育館 E月18日出陸時四センター

B月7日幽 上野が丘社会体育館 日月初日同 神川地区公民館

6月10日間 川西社会体育館 6月22日出 中塩田小学校体育館

E月12日制 市民体育館

対象は学生を除く市内在住・在勤のかた。申し込み

は4月22日目)から受講料を添えて体育課へ。

.アーチェリー教室

bとき 5月7日~向31目白火 ・金曜日(全8回)

午桂6時'30分-8時30卦 bところ 自然運動止l副ア

チェリ ー場 b定員加者 b参加料 3.000円
.合気道教室

1>とき 6月i日-7月30日の火・土昭日(全17回)

午桂6時30分-8時30分 bところ市民体育館柔道
場 b定員 10名 b重量加料 3.000円

スポーツ教室受講者募集

ジュニアのバドミントン教室開催

bとき 6月16日(団 bところ市首陸上競技場
1>種目 ①小学2・3年生 4 x 100mリレ ②小学
4-6年生 100m、1000m、走幅跳、ソフトポール

投げ、 4x 100mリレ ③中学生・一般 100m、1500
m、走幅跳、砲丸投、 4x 100mリレ- 1>対象市
内の小学 2-6年生、中学生、学生を除く市内在住・

在勤のかた 1>重量加料 500円(保険料、ゼッケン代)

陸上カーニバル開催bとき 5月21日-7月30日の火曜日(全11回)午

珪6時30分-8時30:分 bところ勤労者体育センター
b対象小学4年生~中学生 b定員 10名 1>重量
加料 3.000円 b申し込み 4月22日(月)から畳講料

を添えて体育課へ

こどもの日相撲大会開催

1>対市営棺揖場1>ところ5月5日(日)bとき
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ま
す
)
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
生
涯
学
習
課
へ
(
郵
送

で
も
可
)
マ
利
用
で
き
る
施
訟

音
楽
室
(
第
l
・
第
2
〉
、
美
術
室

(第
l
・
第
2
)、
調
理
室
、
被
服
室
、

図
書
セ
ン
タ
ー
マ
利
用
で
き
る
日

一般コミュニティー助成事業で
和太鼓一式を購入

J 1 

時

年

間

(
年
末
年
始
を
除
く
)
午

後

6
時
3
9時
予
定
マ
施
設
開
放

の
予
定

5
月
初
日
聞
か
ら

上
回
に
ゆ
か
り
の
写
真
家

立
本
整
掴
写
真
情
演
会

よ
閤
写
真
ク
ラ
ブ
嗣
岨
@
8
9
8
6
}

マ
と
き

5
月
凶
日
出
午
桂
l
時

初八万
1

〔
開
場
は
午
桂
1
時

)

マ

と
こ
ろ
文
化
会
館
ホ
l
ル
マ
講

師
立
木
義
浩
さ
ん

(
写
真
家
)

マ
漬
題

「
写
真
気
判
」
(
作
品
を

上

映

)

マ
定
員

5
0
0名
マ

入
場
料
無
料

地元のお祭りやイベントなどで活動し

ている山田和願太蔽では、このたび、財

団法人自治総合センターの宝くじ助成金

により和太鼓式を購入しました。

この活動を通して今後ますます膏少年

の健全育成、地織の文化振興や活性化立

どが期待されます。

14.4.16 [ 13] 



( 

H E A L T H 

保健ガイド
「 健康推進課{即犯則 I 
-麻しん予防接種(個別接種)
①|平成12年10月1日~平成13年4月初日生まれのお子さん

l②|平成叩月 18以降の生まれで時日までに 1続の鑑i 生日を迎え吋日ん
I ffi I平成12年9月30日以前の生まれで釆接種のお子さん(た
w lだし、 7餓6カ月未満)

※上国市に佳良東があるカたか、鉢国人登録をしているかた力対象ゐ
来(j)の対象者には4月中旬ごろ、 IZのかたにlま1織の鋸生月の 1か
月前ごろに通知を送付します.

[>実施期間 5月 1日附~来年3月31日間I(医線機

関により休診日が異なりますのでご注意ください)

b実施場所 下記一覧表のとおり b撞種目数 l回
b接種料金 無料[>持ち物 通知(①、②の対象
者のみ〕、母子健康手帳、体温計、予診票(事ちゃん

手帳白中に入っています由で体温以外は記入してお持

ちください) [>注意事項 ¢接種前に赤ちゃん手帳

白予防接種の説明をよくお読みください 喧事前に医

療機関に電話予約をしてからお出かけください 喧体

祖は接種の直前に測ります。体温計をお持ちください

@生ワクチン(ポリオ、おたふくかぜ等)接種後は

4週間以上、不活化ワクチン(三種混合等)接種桂は

l週間以上経過してから畳けてください [>その他

から 日までに I の誕生日をえている

鰻創ふ度んとほ肢意喪主匁民ゑ主£心法旦ゑ
主怠恋心阻ま政懇意ゑ知盟股立と刃主主叫ぶ̂ '
に注意してください

.麻しん・三種理吉予防接種委託匡樟揖間一覧表 (叩音順)一四』一.._~品目 ー叩

医槽樋閣名(自治会名竃匿 医癒機関名〔自治会名} 電貫旨

葦沢内科医院 {下吉田)35-33羽 佐贋胃腸科内科 '11躍町) 22-2342 

荒井医院(下紺贋町} 22-0474 塩田縄院 f上本郷〕 38-2221 

飯島医院 〈集地) 22-5011 櫨南医院 (掴所) 22・3481

池田クリ ック(川辺町} 22-5日41杉山クリ ック{新田〉 26-8200 

い内科クリ ック(野竹) 21-3737 崎町形クリ ック 唖筒形)25-5556 

よ回生協"揮所(よ塩尻) 23-0199 日新堂医院(馬場町) 22守0558

上田原レディース&マタニ 橋本医院 (舞田) 38晶20羽
26-3511 ティークリニック0I1ill:町〕 半田循環器軒内科医院伸之劃 2B岨 88

神聴クリ ック(畏島} 27-3331 掘こどもクリーック(中之条)23-5566 

川園生協齢揮所(仁吉田) 31-1411 松尾内科小児科{下常国} 22-1355 

川西椅院 (梶野 ) 38-2811 ー原内科医院(中之条) 27-6叩Q

かんがわクリリク但程紘}34-51引 宮坂内""明ヰ医院[下常国122-(1759 

小井土内科医院(下111原明町}27.師団 村上医院 (末広町} 22-3740 

甲田医院 (属医町) 22.回目 軍賀齢療所 (上軍賀) 31-1070 

甲田クリーツク{石神〕 38.3日65柳沢病院 {北大手町) 21.0109 

こさとクリーツク (染贋) 18-4111 山極内科医院 {分去) 38晶7却8

小量内科轟司.. 甚院はJ'聞1・町727-22∞ 山越医院 (国分) 2B.回仰
斉麗外科医院〔下膏木} 35.ω87 山田内科医院(下之郷) 26-8181 

ささき小児斜冨院{揖北) 27-77∞ 吉田』ども医院(踏入) 24-1222 
佐藤医院 {五加 ) 主ト2543わかた内科(塩田新町) 38.2540 
， 

G U D E 

-三密E合予防接種(1航勧U・個別接骨
b対象者 三横混合l期Vl回3回目終了陸、12か月
以上経過している 7歳 6か月未満のお子さん(Jー回市

に住民訴があるかたか、外国人登録をしているかたが

対象) [>実施期間 4月~来年3月31日目I(医療機
関により休診日が異なりますので ζ注意を) t>実施

場所 左下一覧表白とおり(ただし、神藤クリニック

を除く) t>接種方法 1期初聞の 31ol目接種桂、12

か月から18か月の聞に l回接種 08か月以上経過した

かたは早めに接種を) [>接種料金 無料 t>持ち物

母子健康手帳、体温計、予診票(罪ちゃん手曜日中

です。体温以外は記入してお持ちを) t>注意事項

¢接積前に昔、ちゃん手帳の予防接種目説明、 三種混合

I j剖初回申通知をよくお読みください ②事前に医療

機関に屯話予約をしてください ③体温は接種のiTIHIj

に測ります。体温計をお持ちください 笹生ワクチン

(ポリオ、おたふくかぜ等)接種桂は4週間以上、不

活化ワクチン(日本脳虫、インフルエンザ等)接種雄

は l週間以上経過してから受けてください
，. ...ーーーーーー・・ーーーーーーーーーー・ーー・ーーーーーーーーーー・ーーーー.......ーーーーー・・・・・・

5月の現幼児健康除壷・微量

[>葺付時間 ①乳幼児健鹿診査(4か月児・ l歳 6

か月児 ・3歳児〕 今後 l時-[時45分 ② 2龍児教

室午桂l時-1時15分[①、②とも午後零時3加す以

IJIJの受け付けはできません] [>持ち物 ①乳幼児健

康器査 母子健康手帳、健曜器査票(赤ちゃん手帳の

健康酷壷 ー実施日ー
5月g日

4か月
6月23日

5月8日
1歳6か月

5月22日

3歳
5月14日

5月28日

2歳児教室
5月15日

6月29日

3歳児は

い〕、パス

3歳児は、
ください

紙、街プラ

し・フォー

生年月 E日

12.31 

1.15 

10.31 

11.15 
4.15 

4.30 

2.15 

2.29 

13.12.16 

14. 1 . 1 

12.10.16 

12.11. 1 
11咽 4.1

11.4.16 

12.2. 1 

12. 2 .16 

.111酉社会摘祉セン5'-(倉図・JII百地匡のかたのみ)
4. 1 .15 

11.15 

4か月 5月21日 13.12.16-

;!1鰭6か月 5月17日 12.9.16 
..... .... ... ... ...... .... ..... .... .... ......... 

、
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「定時Jr環境J大切に

111辺drr:r日英ゲ'1ーン|司盟J
3月4日開、 )11辺小学校に駐日英国大使サー・スティープン・ゴマソール夫書が訪れ、 「日

英グリーン同盟」白植樹式で、イギリスを代表する木 「オ ク」の苗木を児童たちといっしょ

に中庭に植樹しました。

• 

大使夫妻は、植樹式に先立ち異なった陣容をもっ子どもたちがともに学ぶ 「なかよし学級」 ・岨・
を見学し、歌や手作りのプレゼントなど温かし、歓迎を畳け、児童からの 「イギリスはどんな

国ワ」などの質問にわかりやすく答えていました。

ゴマソール大使は、植樹式の後、校庭にlI!まった全校児童を前に、「日本と英国の友好関係

をいっそう深め、自然環境を大切にしましょう。皆さんもぜひ英国を訪れてください」とあ

いさつされました。

植樹の龍、
童たちといっ
しょに

(15) 14.4.16 

‘1 .手生白歓虫
を畳11る大世Ir日英グリーン同盟』とは
夫書

駐日英国大使館が主催する活動

で、日英同盟の締結100周年にあ
たる本年1年間、英国生まれのオー

クの苗木を日本全国に植えること

を通じて、人と人 (peopleto 

peop!e)の空流を促進すること。

また、植樹という行為を過して日

本と英国の若者が 「環境」ゃ「自

然保護」 といった地球環境の問題

に関心を持つことを目的とし、川

辺小学校を古め、全国で172の組

織がこれに書加しています。

平成14年
(2002) 

No.15o 

-上国市級育要員会



新学習指導要領

完全実施

今月から、全国の公立学校で完全学校週 5日制が実施されました。それに併せて、新しい学習指導要領も完全

実施されています。これは、事学校がゆとり白中で特色ある教育を展開し、子どもたちに基礎的 ・基本的な内容

を確実に身に付けさせると同時に、自ら芋び自ら考える力などの「生きる力」をはぐくむことを基本的なねらい

として改訂されました。

新しい学習指導要領では、各学校が創立工夫を生かLた特色ある教育を行い、特色ある学校づくりができるよ

う、荘学校の自由度が拡大されました。これにより、子どもの実態に即した、 11M性を生かす教育の展開が期待さ
れます。

ここでは、市内各小・中学校の教育目標や、特色ある教育活動についてご紹介します。

北小学校 ¥
教育園練 「先生に早〈会いたいと小走りで学校に来れる子ど

も」と学綬教育目標をすえ、全校一丸となって花

っくりをはじめとする勤労奉仕活動を展潤し、花と

緑と笑顔とあいさつのあふれる学校を目指していま

す.

特色ある教育活動

C今年から位、基礎学力を高めるための時間も新世し、確かに
iJlまり強く学ぶ子を育てます。

城下小学示
教宵目標学び鍛え共に伸びる子

特色ある教育活動

Orコスモス学校jとして、コスモスの意味・宇宙 ・世界 ・圃
和という大き怠夢や希望を育むための花づくり芯ど筒教育活

動

O学校近くを流れる「千劃 IIJと親しむ諸活動を取り入れたふ
るさと学習

塩尻小学恥
教育圏構 どの子も毎日目を輝かせて喜び勇んでやってくる学佼

Ool)を宵てる

O進んで課題に取り組み自分の考えを，，~っきり雪える

O地域に学び、地域とと剖こ生さる学校
特色ある教育活動

。地域のかたがたと進める「ホタルが舞う沼尻Jにするために、

その幼虫を育てながら、郷土費や生さ物を慈しむむを絶って

いきたい。

OR山を学校の一部と考え、全ての教育活動で関わり、自然か
ら学ぶ。

潮岬長¥
教育目棟 清く明るく量豊かな'L'で進んでき雰ぷ子どもの育成

特色ある教育活動

Or縦割りの太郎山全校遠足」・「児童会主催のよ田公園膏栂」
. r毎週金曜日の空き缶・コミ姶い登校」 ・「地袋を手-5:総
合的な繁習の時間J • r日常の挨拶 清得・無曹入退場Jな
ど。からだを鍛え、しっかり学習し、友だちに親切にするむ

を騒ぎます。

東小学校 一¥

教育目標よく気づき ょく考えよく働き進んで学ぶ子ど

も

特色ある教育活動

Oグリーンベルト地帯を生かした環甥問題と自然体験活動
O地域の文化財等を生かした歴史および社会揮後活動

O生韮学習社会を志陶して中央公民館との連機によるクラブ活
動ヨラよび総合学習発表会

0図書館との連鰐による課題追突活動と自主的学習活動

西小学校
教膏目線ひろし、心をもち、たくましく笠きる子ども

特色ある教育活動

0歌声が・く学校日常活動の権運(子どもの感性を高める活動)
教科際外朝の音楽行事に関連をもたせ体験を通し

て感性を高める活動の実践をする.

0自ら麿く清掃活動の推進(光らせよう床と心を) 清婦活動
を床と心を庖〈場とし、自分に意義ある活動の実践。

0自分鍵しの活動の実践「閏分の可能性の発見と銚戦意欲の醸

成」 地援の学習ボランティア、依頼信師等にご協力いただ

く学習の実践(西小わくわく広場等)。

14.4.16 [16] 



教育目標 人やものにやさしい子ども(になるために汗をかく)

特色ある教育活動

0福祉地域にある社会福祉関悟311睦との宣車
0健康 全校児童と教師がともに遊ぶ時間.体力づくりマラソ

ン、全校且動

O環境花檀づくりや学校農園での作物の育凪ゴミの分制作
業

これらの活動を支えるために.かな表現力をもった子どもの

育成を8指しています.

塩田西小学校

教育目標 「自ら際組に気づき、判断し、行動する子ども」の

育成

特色ある教湾活動

O地盤震と学校で創る「ゆめの森の活動」から
自黙を愛し心4きを鍛えるすこやかな子ピもを
Oため池と稲穂の里に字。「全校米づくり体験学冒Jから
人々の苦労を知り協力して動げ合う子どもを

0・かな文化遺産や人々の智恵に学ぶ「敏郷学園」から
楽しく学び合い紋郷を跨りにする子どもを

育てます。

浦里小学校

数膏回線 自ら考え行動する子ども

特色ある教育活動

Or地織Jを素材とした「あそび窃鍵倹Jr自然Jr人Jr産鍵
(米作り)Jr歴史」に焦点を合わゼて学習を進めたい.特に
米作りから発展した「全校もちつき大会」、地繊のかたの手

ほどきを蚕けた「わら馬づくり」など小規復校のよさを生か

した地域密着型の学習を展開していきたい.

川西小学校

教育目標 。ょくさ学ぶ子ども

O美しい心
Oたくましい体を育てる

特色ある教育活動

Oむをつなぎあう活動地繊にある褐位聞係2!也肢との査読体
験学習

O地域のかたとの連舞による活動 ご箇力を得ながらの議措置
動や地域学習

O情報を発信する活動 コンビコータによる活動
これらの活動を支えるために優しさに渇ちた自発性のある子

どもの育成を目箔しています.

南小学校

教育目撮 っよく ・ただしく ・あたたかく

特色ある教育活動

O人後同和教育を基盤に鋸えて、子どもが眼を輝かせる学習活
動の創造を縫進します.

O近闘の福祉施股 ・外国のかたや文化解綾子ども会との主流
体験学習を推進します。

O地繊のかたの物し伺面の主獲をいただきながら、栽崎体験学
習を推進します.

0小さ怠親切運動(あいさつ、ありがとう等}を犠湿します.

(17] 14.4.16 

教育目線 総合的な学習の時間を・ポプラタイムP と命名し、

体験的な活動を通して、自ら型炉びー自ら考え ー自ら

行動できる子どもを育てていきたい.

特色ある教漕活動

O産川で遊ぼう 学佼の近くを涜れる産川をきれいにしたり、
滋んだりすることで、身近な環境を守ろうとするむを堵いた

L、。
0みん怠で育てよう 米づくりや野東づくりを通して、友だち
と也力して栽泊することの喜びを感得してほしい.

神川小学校

教育目標 神JlIに恩いをよゼ 自分の感じたものを大恵にして

gら割断し行動してい〈子ども
特色ある教育活動

O総合的怠学習の時間で1;1 全校共通の題材として「山本鼎先
生J. r信濃国分寺」を選定した.地織の先人と文化遺産に
ついて、 自ら学び追究させる@で{生きる力]を膏み、地織

を大田にする量力唯心を憂いたいと考えている.

神科小学校

教育目標 闘う3つの「神科っ子J.
O自分をみつめ他を思いやる
Oe!分から学び、自分を表現し、互いに高めあう
O自分から心と体を鍛え、 Eいの体を大専にする

特色ある数育活動

O環境教育と福住t交涼教育を中心に纏え、地峨との適111を深め.
かな体"ができるようにする.

018の也発を落ち着いてするために、また鏡.好きの子どもを泊
やすために朝院.を行う.

0償金を確保し子どもたちが入閣関係づくりを上手にできるように
する。

0時間を確保し学習の深化補完を図る.

豊殿小学校

教育自棟 地授の人と一緒に行う体験的な掌宙や問甥解決的な

学習に取り組み、創造的でたくましい心・か芯児書

を育成する.

特色ある教育活動

O住吉寮やしよいこの会 ・纏寿会との主流体験学習
O地織のかたに飽カを得主主がらの殺浴活動による動労生麗活動
Cクラブ・スキーでの地織のかたの悔力による宮術館導マナー
学習

O異年飴集団活動による集会やグループ遠足

東塩田小学校

教育目標 「創造的で、実践力に富む、心・な子どもを育てる」

の具現のために、学校目標のめざす子ども像を「かしこく」

「やさしくJrたくましく」と股定して取り締む.
特色ある教育活動

o rはい」の返事とあいさつが・きあう学佼
o r寮溢田」の「ふるさと」を学日、「ふるさと」を知り 「ふ
るさとJを隠れる実践を過して、「生きる力」をつける教育
活動の縫進

。先輩がS奮さ 地織に根づいた「金管バンド」の課外活動の充

実

‘ 



第五中学校

o r人権の尊重」を基盤にした学校教育白標の具現化
O生徒の手による「五中人権宣言」に基づく生径会活
動

O地域に聞か札た学校在目指して、
・年5田町参観日と毎月行われる参観日週間
-地域の力、たがたと話し合う「五中生を語る会」

・地域のかたがた、 PTA、生徒による人権同和教
育合同学習会

塩田中学校

Oあいさつ歌声の響きあう学校生徒・職員・地捜
の人々と交わすきわやかなあいさつ、学級や全校で

心を一つにして響かせる歌声

O伝統ある校舎を磨く「無言清掃」 地域の願いを受
けた校舎を自らの心に聞い草がら磨く清掃

0信州の学海、塩田に学ふ総合的在学習地域の文化
財や産業にかかわり主体的に学ぶ学習

第六中学校

O通年型学校自由参観の継続。内にも(生徒・職員)
聞く

O生徒、家庭、地域、学校臓員が一体となって学校生
活や学力向上について考えあう六中四者会議等在実

施

Oいじめ・差別のない学校にするために、生徒会活動
の「黄色いリボン計画」在継続

0地域講師による学習指導

子育て中のお母さんがたへ

平成14年度家庭教育セミナー
(乳幼児学級)がはじまります
中央公民館 (哩ゆ0苅0)

第一中学校

1年閣を前期、後期とした二学期制を導入し、今以

ょに指導と評価の一体化を図り、確かな学力の定着を

目指します。

総合的な学習の時聞は、生き方命・課題解決的な

学習に取り組みます。選択教科は、補充 ・発展的在学

習を行います。これらの成果を地域社会に積極的に公

開し、学校目標の具現の姿を示したいと考えています。

第二中学絞

控業時間削減の中で、学力保障を通して人間形成に

力を入れる。教師人ひとりが自分の授業を振り返っ

て、生徒にとって「わかる ・魅力ある授業」を目指す。

そのために、全教師が自分の嬢業を公開して、同僚教

師から意見・感想をもらう「見合う授業」を実践して、

教材研究を深めたり、教育技術を高めたりする。

第三中学校

C教育自標「自主性在費う」具現化のために、事実を
直視し、自分のことぱや体で動こうとする生徒とと

もに学習や日常活動の中で自分を磨く生徒を育成し

ます。

0基礎 ・基本の定着のため教育課程を仕組み、どの子
にも居場所のある学級 ・学年 ・学校づくりに、その

子にそった個別指導や学習 生活相談の場を常設し

ます。

第四中学校

校歌(草野心平氏作詞)の簡にある「セルリアン」より、
人間関係の爽や力、な校風を樹立したいと考え 学校自機を「優

しさJr豊かさJr湿しさ」の3点としました。生徒の小さな納
得を大事にしながら、安心できる仲間関係づくりを積極的に進
めたいと考え、「新2学年での学級編成答え」、「朝の全校斉
競富ム「担任ばかりで怠く副担任も取り組む道徳の授業」など
を進めます。
また、総合的な学習の時間や教科の時間で自ら考えることが
できる生徒を育てる授業を展開していきます.

期日 内 容 期日 内 富

5 月 29日嗣 I ~tp、らだを動 l '悶回附 |意気や事故への対

i家庭における子ど1..C"̂'........A I 6 月 18日凶 1 'Z'~~2: 'J''''，L 111月四日刷|絵本と子育て1もの額飲 I "rJ.cVL.JVN I 

bとき・内容右表のとおり 1>時間 午前10時 I7月6日出i乳幼直に適した料I.，，，:， " ，...，"'" I子どもと両き合うI ， ~.v..， ;::~ I ~ .... u....'~_v"- ..--r 1 12 月 6 日闘 l
~正午 bところ 中央公民館 b定員 40名(定 | 同13日出l理 I '''/~ u ......""'1親のあり方

員になりしだい締め切ります) 1>参加費 1.仰い月 6日出量児虐待とその背1，月15日剛|闘の健康と生活
円(料理教室、保険料等) 1>申し込み 4月25日「一一一一寸一

I 9月11日剛国・鎗研修 I 2月13日同|子育て座談会
同から参加債を添えて中央公民館へ I .. IJ  "..... 四
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教
育
う
え
だ
・
文
芸

平
成
日
年
年
間
優
秀
作
品
決
定
/

文
芸
備
の
短
歌
・
俳
句

・
川
柳
の
各

部
門
で
こ
の
ほ
ど
平
底
凶
作
や
年
間
恒
秀

作
品
が
決
ま
り
、

3
月
幻
自
酬
に
Ha彰

式
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
1
年
間
に
控
摘
さ
れ
た
作
品
数

は
、
一
短
歌
が
1
8
4
5首
、
俳
句
が
1

7
3
9
旬
、
川
柳
が
1
2
3
7
句
で
す
。

こ
の
多
く
の
作
品
の
中
か
ら
各
部
門
の

選
者
の
先
生
が
た
に
、
そ
れ
ぞ
れ
優
秀

な
作
品
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

.3月27日、教育餐員会で行った表・彰式
前列左から、図中さん、片岡さん、清
水さん
後列左から務費教首長、宮.先生、
矢島先生益子先生

1
I
l
l
-

--さ
8
2

・

↑短
歌
一
田
中
聾
さ
ん
(
西
脇
)

|

;
 

進

〈

也

の

は

司

に

疎

け

れ

ピ

ふ

る

さ

E
に

引
い
〈
ら

U
聞

け

ば

母

の

怠

U
也

(
理
者
碕
砕
)
変
転
き
わ
ま
り
年
い
こ
の
世
に
お
い
て
血
肉
を
分
け
た
相
続
干
の
情

宜
は
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
品
開
絞
の
思
い
を
さ
そ
う
ひ
ぐ
り
し
の
声
に
低
を

恋
う
る
心
中
を
ま
と
め
た
奥
の
深
い
作
品
で
あ
る
。

嗣

回

片

岡

て

っ

さ

ん

(小
牧
)

幸
せ
が
満
ち
て
〈
る
や
・
2
必
碁
兼

{遺
書
購
評
)
里
山
は
芽
吹
き
か
ら
若
葉
に
な
る
こ
ろ
が
、
も
っ
と
も
去
し
い
。

そ
の
主
し
さ
を

「幸
せ
が
満
ち
て
く
る
」
と
胸
い
っ
ぱ
い
の
喜
び
を
こ
め
て
査
現

し
て
い
る
。

同
剛
清
水
ゆ
き
子
さ
ん
(
保
野
)

凍

て

歳

じ

一

つ

の

部

屋

に

家

族

普

(
遺
書
鏑
評
}

一
見
俳
句
的
で
あ
る
が
、
日
ょ
せ
あ
っ
て
冬
の
去
る
の
を
待
つ
車

位
駄
を
見
る
目
に
川
柳
が
あ
る
。「
家
篠
皆
」
と
い
い
き
勺
た
と
こ
ろ
に
調
子
の
き
び

1
L
V
占

e
a
uゑ
W

ス
v
。

『上田市箆』

緬さんだより⑮

13年度刊行の

『上田市鶴』

『上
岡
市
誌
』
平
成
凶
年
度
発
行

白
5
冊
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

前
半
に
発
行
さ
れ
た
も
の
は
、
次

白
2
冊
で
す
ロ

歴
史
編
凶

『上
回
の
荘
園
と
武
士
』

歴
史
福
間

『室
町
・
戦
国
時
代
の
争
乱
』

桂
半
に
発
行
さ
れ
た
白
は
、
次
回

3
冊
で
す
。

自
然
編
川

『上
田
町
地
質
と
土
壇
』

近
現
代
細
則

『
人
権
の
確
立
と
宜
性
の
あ
ゆ
み
』

民
俗
編
問

『
信
仰
と
芸
能
』

『
上
回
白
荘
園
と
武
士
』
は
、
上

回
小
県
地
方
に
武
士
が
登
場
し
た

隠
令
"
も

「保
元
自
乱
」
(1
1
5
6年
)
以
降
、

西
を
目
指
し
て
都
に
上
っ
た
り
、
ま

た
雄
貴
幕
府
に
つ
な
が
り
を
求
め
て

い
た
、
お
よ
そ

2
0
0年
余
目
時
期

を
記
述
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
上

団
地
方
は
中
央
の
有
力
な
寺
社
や
公

() 
卿
の
荘
園
と
な
う
た
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
荘
園
は
ど
白

ょ
っ
に
し
て
成
立
し
た
由
か
、
ま
た

羽
岡
田
管
理
に
当
た
っ
た
由
は
だ
れ

か
な
ど
に
つ
い
て
も
、
新
発
見
の
史

料
と
新
し
い
見
方
を
加
え
て
述
べ
て

い
ま
す
。

『室
町
・
戦
国
時
代
目
争
乱
』
は、

荘
園
の
制
度
や
仕
組
み
が
消
誠
し
、

地
方
の
領
主
が
抗
争
を
続
け
る
よ
う

に
な
っ
た
室
町
・
戦
国
時
代
の
上
田

地
方
の
歴
史
を
記
述
し
た
も
の
で
す
。

z
t
 

と
く
に
「
大
塔
合
戦
」

(1
4
0
0

年
)
以
桂
、
梅
野
氏
と
村
上
氏
白
対

立
か
ら
甲
斐
(
山
梨
〉
白
戦
国
大
名

武
田
氏
由
来
攻
と
減
亡
ま
で
の
、
お

よ
そ

2
0
0年
間
に
わ
た
る
上
田
地

方
白
歴
史
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
戦
国
時
代
の
社
会
や
生
島
足

-
L
t
t
 

品
神
社
由
起
制
文
、
上
田
地
域
白
山

峡
な
ど
に
つ
い
て
も
丹
意
に
潤
査
を

し
て
載
せ
て
あ
り
ま
す
。

『
上
回
の
地
質
と
土
樋
』
は
、
上

田
市
域
を
構
成
す
る
大
地
が
長
大
な

時
の
流
れ
田
中
で
地
殻
変
動
を
畳
け

な
が
ら
現
在
の
盛
に
至
っ
た
過
程
を
、

地
質
と
土
抽
恨
の
面
か
ら
明
ら
か
に
し

た
も
の
で
す
。
と
く
に
上
回
盆
地
由

形
成
過
程
や
近
年
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
地
震
と
上
田
市
と
白
か
か
わ
り
、

あ
る
い
は
上
田
市
の
農
耕
地
や
山
地

土
壊
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
も
考
察

さ
れ
て
い
ま
す
。

『人
権
の
擁
立
と
女
性
の
あ
ゆ
み
』

市施編さん室(圃⑧9741)

は
、
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
同
和
教

育
問
題
と
女
性
問
題
の
二
而
か
ら
取

り
上
げ
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
以
能

。
現
在
に
至
る
摩
史
的
な
過
程
を
追
っ

て
、
差
別
由
起
こ
り

・
開
放
運
動
・

市
民
白
取
り
組
み
、
ま
た
女
性
と
家

庭

・
教
育

・
労
働
・
地
域
活
動
な
ど

に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
ま
す
。

『信
仰
と
芸
能
』
は
、
私
た
ち
は

物
の
畳
か
さ
の
'中
で
、
と
か
く
忘
れ

か
け
て
い
る

「
心
の
豊
か
さ
」
を
再

認
識
す
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て
ま

と
め
た
分
冊
で
す
。
各
地
に
残
る
年

中
行
事
、
地
域
に
支
え
ら
れ
た
民
間

信
仰
、
祈
り
や
喜
び
を
査
す
民
俗
芸

能
の
三
つ
の
分
野
か
ら
「
伝
統
と
そ

れ
を
と
り
ま
く
人
々
」
に
視
点
を
あ

て
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

『上
田
市
誌
』
は
、
自
然
・
歴
史
・

近
現
代

・
民
俗
・
文
化
財
・
人
物

・

別
告
の

7
部
門
を
む
附
に
ま
と
め
て

お
り
、
い
ず
れ
も
税
み
や
す
く
、
分

か
り
ゃ
す
く
、
し
か
も
学
術
的
価
櫨

申
高
い
内
容
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
際
ぜ
ひ
、
ご
家
庭
に

一
そ
ろ

い
ご
蹄
入
い
た
だ
き
、
こ
聖
院
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

• 
・
発
刊
予
定
の
変
更
に
つ
い
て

近
現
代
編
川

『新
し
い
社
会
を
求

め
て
』
は
、
平
成
日
年
度
後
半
に
尭

刊
す
る
予
定
で
し
た
が
、
こ
れ
を
次

回
平
成
M
年
度
前
半
に
発
刊
と
な
り

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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晶
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作
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判
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肘

峨
一

r
月
三
百

今

一歌
山W

短

川

投稿先/〒386-0025上回市天神 2-4-74

上国市教育委且会 「教育うえだ」係

投稿方法/はがきに短歌 ・俳句・川柳の別を

明記し、氏名・自柏会名 ・世話番号をご記入

のうえ毎月日目までに投かんしてくださし、。

極
語究

宮
崎

盛
登
選

の月
固え
ぞが

在日え
し跡
き略、

ら小
アす
フ瓜泉
ガ帝
ニは
ス同開
タじ Z
ン sι 三
球ョ

大

且

竹

内

日

子

さ
ん
さ
ん
と
積
る
雪
且
て
胸
摘
む
磯
野

に
眠
る
且
の
阜
数
へ
引
き
揚
げ
者

西

脇

田

中

畳

兵
の
聞
を
ま
々
と
吉
ふ
阜
ら
ゐ
て
い
く

さ
は
遣
さ
帯
持
と
な
り
ぬ
同
級
会

日
門
凶
山

鼎

坪

荒

井

ソ

メ

子

月
に
一
星
花
設
に
あ
ず
け
し
母
に
会
う

ま
た
車
て
く
れ
と
千
を
合
わ
せ
古
う

小

牧

月

間

て

つ

亡
き
母
の
古
代
な
ベ
せ
し
と
う
品
川
箱
の

z
一

年
経
る
も
捨
て
き
れ
ず
あ
り

小

泉

消

水

位

男

子
を
骨
せ
ば
あ
り
が
と
う
の
吉
繰
り
返

t
h
 

す
台
長
の
老
婆
の
敏
の
失
額
は

神
科
新
畠
田
尚
喜
志
子

息
な
し
に
晴
れ
埴
り
た
る
冬
空
に
弘
を

金
U
O

え
が
き
っ
つ
会
司
の
消
え
ゆ
く

石

神

間

消

人

且
瀬
沼
に
朝
事
晴
れ
て
木
造
の
か
た
え

に
き
す
げ
の
つ
つ
ま
し
く
吐
く

小

泉

田

中

徳

枝

声
高
に
駅
の
階
段
下

q
来
る
若
主
宰
珪

け
を
り
え
病
む
吾
は

ー邑J

八
木
沢

小
林
さ
よ
子

み
ぞ
れ

a
の
時
す
串
の
無
事
梓
り
北
向

山
の
鐘
ひ
び
き
皐
る
上

槻

工

藤

じ

ゅ

ん

立
つ
本
の
舟
を
ひ
き
を
れ
十
劫
川
誼
ひ

た
ひ
た
と
え
の
酔
ら
ぐ

輯

が

丘

官

滞

幸

徳

A
'
A
T
M
O
 

霜
枯
る
る
埠
同
の
中
に
高
席
の
執
そ
ば

を
刈
る
人
事
ま
ば
ら
鈴

子

中

国

峰

登

官
埠
き
碓
水
の
嶺
を
越
え
来
れ
ば
麦
畑

骨
さ
間
車
平
野

仁

古

田

竹

内

正

招

待
五

チ
エ
ン
ソ

l
の
音
企
ム
に
本
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2月寄で傾りがありましたので、次のとおり訂正し、おわびします。
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